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１．研究計画の概要 
本研究は、キエフを中心とした 11 世紀～13
世紀ロシアの文章語の成立について、その基
層となった東スラブ語の本来的特徴と、それ
に対する南スラブ語、すなわちスラブ世界に
おける最古の文章語としての古教会スラブ
語の影響という、2 つの観点から検討する。
その際、従来の語彙を中心とした議論に対し
て、テクストの構造と結束的なテクストを作
るための種々の言語形式の使用という点に
対象を絞り、その分野における古教会スラブ
語の影響を明らかにすることを目指す。具体
的には、次の３つの点から議論を進める。 
(1) 古ロシア年代記『過ぎし年月の物語』に
見られるテクストのタイプの区別、すなわち
「事実叙述」タイプのテクスト部分と「コメ
ント」タイプのテクスト部分の区別という考
え方が、古教会スラブ語テクスト、各種聖者
伝テクストの分析にも有効であるかどうか
を検証する。 
(2) 古教会スラブ語、各種聖者伝における、
テクストのタイプと語順の分布の相関を明
らかにする。 
(3) 古教会スラブ語、各種聖者伝における、
テクストのタイプと指示代名詞の分布の違
いを明らかにする。 
 その上で、12 世紀ロシアの文章語としての 
『過ぎし年月の物語』の文体がスラブ文章語
全体の中で、どのように位置づけられるのか
を検討し、その書き言葉としての独自の文体
が、ロシア（東スラブ）で独自に成立し発展
したものなのか、他のスラブ文章語の影響を
受けて成立したものなのかを明らかにする。 
 
 

２．研究の進捗状況 
本研究の出発点となった古ロシア年代記『過
ぎし年月の物語』の言語についての観察は、
２つの国際学会で発表し、良い反応を得てい
る。うちひとつは、南スラブ系聖者伝につい
ての分析も含んでいる。 
 この 3 年間、南スラブ系聖者伝「コンスタ
ンティノス伝」「メトディオス伝」と古教会
スラブ語福音書のテクストを材料に分析を
進め、上記研究計画の概要に示した 3 つの点
について、次のような結果を得た。 
(1) テクストのタイプについて、古ロシア年
代記『過ぎし年月の物語』に見られる「事実
叙述」タイプと「コメントタイプ」の区別は、
南スラブ系聖者伝の分析についても有効で
あることを確かめた。その際、南スラブ系聖
者伝の事実叙述タイプのテクストでは、古ロ
シア年代記におけるような様式化された語
りのスタイルは観察されなかった。一方、古
教会スラブ語福音書では、コメントタイプの
テクストは存在せず、その代わりに「説教」
タイプのテクストを区別することが有効で
あることが分かった。 
(2) テクストのタイプと語順の相関について、
南スラブ系聖者伝においても、両者の相関関
係の存在が確認された。ただし事実叙述タイ
プにおける語順は古ロシア年代記に比べよ
り自由であること、すなわち古ロシア年代記
の文体は、南スラブ系聖者伝の伝統をそのま
ま引き継ぐものではないことも分かった。 
(3) テクストのタイプと指示代名詞の分布に
ついては、古教会スラブ語福音書の分析に力
を注いだ。その結果、福音書では説教タイプ
のテクストと近称の指示代名詞、事実叙述タ
イプのテクストと遠称の指示代名詞の間に、



古ロシア年代記に観察されるものと並行す
る傾向が見られることが分かった。 
 現在は、古教会スラブ語のもっとも中心的
なテクストである福音書テクストと古ロシ
ア語年代記の言語の比較対照へと議論を進
め、４年間の研究計画の収束を目指している。 
 
３．現在までの達成度 
② おおむね順調に進展している。 
（理由）各種聖者伝、古教会スラブ語テクス
トにおける語順と指示代名詞の使用につい
て基本的な調査・分析を終え、より包括的な
記述を目指して計画を進めている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
古教会スラブ語のもっとも中心的なテクス
トである福音書テクストと古ロシア語年代
記の言語の比較対照へと議論を進め、古教会
スラブ語の古ロシア文章語への影響関係を
明らかにするという４年間の研究計画の目
標達成を目指す。 
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